
駆出率が保持された心不全患者では，アルダクトンによる治療を行っても，心血
管系の原因による死亡，蘇生された心不全，心不全治療のための入院から成る
主要複合転帰の発生率は有意には低下しなかったとの論文です。 
本研究でのアルダクトンの副作用に関しては高カリウム血症はプラセボと比較し
て18.7%対9.1%と多いのですが重態な副作用はありませんでした。 
クレアチニンも10.7%対7.0%と増加していましたが腎機能の悪化を心配する程で
はありませんでした。 
この事から十分にモニタリングすれば安全として思いましたが残念ながら 
駆出率が保持されている心不全にはアルダクトンは有効ではないとの認識を 
持ちました。 

この論文がTOPCAT ClinicalTrialsです。 



主要転帰に差は無いようです。 



心血管疾患による死亡率にも差は無い 



入院率にも差は無い 



全死亡率に関しても差は無い 
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